
このマニュアルについて

ここでは、マニュアルの目的、対象読者、マニュアルの構成、関連資料、使用さ

れている表記法、および Web 上でシスコの資料にアクセスする方法について説

明します。

この項の構成は、次のとおりです。

• 目的（P.xxvi）

• 対象読者（P.xxvi）

• マニュアルの構成（P.xxvii）

• 関連マニュアル（P.xxix）

• 表記法（P.xxx）

• 技術情報の入手方法（P.xxxii）

• テクニカル サポート（P.xxxiv）

• その他の資料および情報の入手方法（P.xxxvii）
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このマニュアルについて

目的
目的
『Cisco CallManager Serviceability システム ガイド』では、Cisco CallManager

Serviceability プログラム、リモート Serviceability ツール、および CDR Analysis

and Reporting ツールに関する情報を提供しています。

本書は、『Cisco CallManager システム ガイド』、『Cisco CallManager アドミニスト

レーション ガイド』、および『 Cisco CallManager Serviceability アドミニストレー

ション ガイド』と併せて使用してください。すべての資料には、Cisco CallManager

プログラムの管理方法、および Cisco CallManager Administration を使用して行う

作業手順の説明があります。

対象読者
『Cisco CallManager Serviceability システム ガイド』は、Cisco CallManager システ

ムの管理とサポートを担当するネットワーク管理者を対象にしています。ネット

ワーク エンジニア、システム管理者、または通信エンジニアは、このマニュア

ルを使用して、リモート保守機能を管理するための知識を得ることができます。

テレフォニーおよび IP ネットワーキング テクノロジーに関する知識が必要で

す。
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このマニュアルについて

マニュアルの構成
マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

章 説明

第 1 章「概要」 Cisco CallManager Serviceability プログラムとリモート保守プログ

ラム、レポート作成ツールの概要を説明します。

第 2 章「パフォーマンス オブ

ジェクトとパフォーマンス カウ

ンタ」

Serviceability で使用される Cisco CallManager のオブジェクトおよ

びカウンタの概要を説明します。

第 3 章「Cisco CallManager サービ

ス」

CiscoTFTP、Cisco CTIManager、および Cisco CDR Insert などの

Cisco CallManager サービスについてわかりやすく説明します。

第 4 章「ツールの概要」 Cisco CallManager システムのトラブルシューティングに利用でき

る、ローカル ツールおよびリモート ツールについてわかりやすく

説明します。

第 5 章「Service Activation」 Cisco CallManager サービスをアクティブおよび非アクティブにす

る手順の概要を説明します。

第 6 章「Control Center」 Cisco CallManager サービスを開始および停止する手順の概要を説

明します。

第 7 章「アラーム」 アラームおよびアラーム定義の概要を説明します。

第 8 章「トレース」 トレース パラメータ、トレース収集、およびトレース分析の設定

の概要と手順を説明します。

第 9 章「Real-Time Monitoring 

ツール」

パフォーマンス、デバイス モニタリング、およびアラート通知の

概要を説明します。

第 10 章「Quality Report Tool」 IP Phone Problem レポートの生成に使用されるツールの概要を説

明します。

第 11 章「Serviceability Reports 

Archive」

Serviceability Reports Archive の概要を説明します。

第 12 章「Microsoft Performance」 ローカルまたはリモート側にインストールされている Cisco

CallManager のパフォーマンスをモニタするために使用される、

Microsoft Windows 2000 パフォーマンス モニタリング プログラム

について説明します。
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このマニュアルについて

マニュアルの構成
第 13 章「Bulk Trace Analysis」 大きなトレース ファイルのレポートを作成するために使用され

るツールの概要を説明します。

第 14 章「CDR Analysis and 

Reporting」

CDR Analysis and Reporting（ユーザ レポート、システム レポート、

デバイス レポート、および課金情報レポートを作成するために使

用するツール）の概要を説明します。

第 15 章「リモート保守の概要」 Cisco CallManager システムをリモートでトラブルシューティング

するために利用できるツールの概要を説明します。

第 16 章「Cisco Secure Telnet」 ネットワーク トポロジやネットワーク構成を含む Cisco Secure

Telnet システムのアーキテクチャおよび運用について説明しま

す。

第 17 章「show コマンドライン イ

ンターフェイス」

シスコの Show コマンドライン インターフェイスについて説明し

ます。

第 18 章「SNMP」 SNMP および CiscoWorks2000 インターフェイスによる、診断タス

クとネットワーク管理タスクのトラブルシューティングおよび実

行について説明します。

第 19 章「CiscoWorks2000」 Cisco CallManager と併用してリモート保守機能を管理する際の

CiscoWorks2000 の概要を説明します。

第 20 章「Path Analysis」 CiscoWorks2000 Campus Manager を使用して、トレースをセット

アップする方法について説明します。

第 21 章「システム ログ管理」 システム ログ管理を使用して、問題を診断およびトラブルシュー

ティングする方法について説明します。

第 22 章「Cisco Discovery Protocol 

サポート」

Cisco CallManager のインストールのサポートに使用される、Cisco

Discovery Protocol の概要を説明します。

付録 A「Cisco CallManager パ

フォーマンス カウンタ、RTMT、

および CISCO-CCM-MIB」

Cisco CallManager パフォーマンス カウンタ、 Real-Time Monitoring

Tool、および CCM_SNMP_MIB についての関連情報と一覧表を示

します。

付録 B「トレースの例」 トレースによる Cisco CallManager システムの問題解決の例を示

します。

付録 C「パフォーマンス オブ

ジェクトとパフォーマンス カウ

ンタ」

パフォーマンス オブジェクトとそれに関連するカウンタの一覧

表を示します。

章 説明
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このマニュアルについて

関連マニュアル
関連マニュアル
Cisco IP テレフォニー関連のアプリケーションと製品の詳細については、次の資

料を参照してください。

• Cisco CallManager Release 3.3 インストレーション ガイド

• Release Notes for Cisco CallManager Release 3.3

• Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

• Cisco CallManager システム ガイド

• Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド

• Hardware Configuration Guide for the Cisco Voice Gateway 200

• Cisco VG 200 ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド

• ご使用の電話機のモデルに対応した Cisco IP Phone アドミニストレーション

ガイド

• Cisco IP Telephony Troubleshooting Guide for Cisco CallManager

• Cisco IP テレフォニー ネットワーク デザイン ガイド

• Cisco CallManager トラブルシューティング ガイド
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このマニュアルについて

表記法
表記法
このマニュアルは、次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは、太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示してい

ます。

[ ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キーワー

ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角

カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には引

用符を使用しません。引用符を使用すると、その引用符

も含めてストリングとみなされます。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、

screen フォントで示しています。

太字の screen 

フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen

フォントで示しています。

イタリック体の 

screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen

フォントで示しています。

このポインタは、例文中の重要な行を強調表示します。

^ ^ 記号は、Control キーを表します。たとえば、画面に表

示される ^D というキーの組み合せは、Control キーを押

しながら D キーを押すことを意味します。

< > パスワードなどのように出力されない文字は、かぎカッ

コで囲みます。
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このマニュアルについて

表記法
（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」を意味します。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹

介しています。

ワンポイント・アドバイスでは、次の表記法を使用しています。

ワンポイント・アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮

できます。

ヒントでは、次の表記法を使用しています。

ヒント  便利なヒントです。

注意は、次のように表しています。

注意 「注意」が必要であることを意味します。機器の損傷またはデータ損失を予防す

るための注意事項が記述されています。

警告は、次の表記法を使用しています。

警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。

機器の作業を行うときは、電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分

注意してください。
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このマニュアルについて

技術情報の入手方法
技術情報の入手方法
シスコの製品マニュアルやその他の資料は、Cisco.com でご利用いただけます。

また、テクニカル サポートおよびその他のリソースを、さまざまな方法で入手

することができます。ここでは、シスコ製品に関する技術情報を入手する方法に

ついて説明します。

Cisco.com

マニュアルの最新版は、次の URL で参照できます。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com

各国のシスコ Web サイトには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

シスコ製品の最新資料の日本語版は、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp

マニュアルの発注方法（英語版）

英文マニュアルの発注方法については、次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm

シスコ製品の英文マニュアルは、次の方法で発注できます。

• Cisco.com（Cisco Direct Customers）に登録されている場合、Ordering Tool か
らシスコ製品の英文マニュアルを発注できます。次の URL にアクセスして

ください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/index.shtml

• Cisco.com に登録されていない場合、製品を購入された代理店へお問い合せ

ください。
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このマニュアルについて

技術情報の入手方法
シスコシステムズマニュアルセンター

シスコシステムズマニュアルセンターでは、シスコ製品の日本語マニュアルの最

新版を PDF 形式で公開しています。また、日本語マニュアル、および日本語マ

ニュアル CD-ROM もオンラインで発注可能です。ご希望の方は、次の URL にア

クセスしてください。

http://www2.hipri.com/cisco/

また、シスコシステムズマニュアルセンターでは、日本語マニュアル中の誤記、

誤植に関するコメントをお受けしています。次の URL の「製品マニュアル内容

不良報告」をクリックすると、コメント入力画面が表示されます。

http://www2.hipri.com/cisco/

なお、技術内容に関するお問い合せは、この Web サイトではお受けできません

ので、製品を購入された各代理店へお問い合せください。
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このマニュアルについて

テクニカル サポート
テクニカル サポート
シスコと正式なサービス契約を交わしているすべてのお客様、パートナー、およ

び代理店は、Cisco Technical Support で 24 時間テクニカル サポートを利用するこ

とができます。Cisco.com の Cisco Technical Support Web サイトでは、多数のサ

ポート リソースをオンラインで提供しています。また、Cisco Technical Assistance

Center（TAC）のエンジニアが電話でのサポートにも対応します。シスコと正式

なサービス契約を交わしていない場合は、代理店にお問い合せください。

Cisco Technical Support Web サイト

Cisco Technical Support Web サイトでは、シスコ製品やシスコの技術に関するト

ラブルシューティングにお役立ていただけるように、オンラインでマニュアルや

ツールを提供しています。この Web サイトは、24 時間 365 日、いつでも利用可

能です。URL は次のとおりです。

http://www.cisco.com/techsupport

Cisco Technical Support Web サイトのツールにアクセスするには、Cisco.com の

ユーザ ID とパスワードが必要です。サービス契約が有効で、ユーザ ID またはパ

スワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行っ

てください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
xxxiv
Cisco CallManager Serviceability システム ガイド

OL-7025-01-J

http://www.cisco.com/techsupport
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do


このマニュアルについて

テクニカル サポート
Japan TAC Web サイト

Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト

（http://www.cisco.com/tac）のドキュメントを日本語で提供しています。Japan 

TAC Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan

TAC Web サイトのドキュメントにアクセスできます。Japan TAC Web サイトに

アクセスするには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。ログイン

ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続き

を行ってください。

http://www.cisco.com/jp/register

サービス リクエストの発行

オンラインの TAC Service Request Tool を使用すると、S3 と S4 のサービス リク

エストを短時間でオープンできます（S3：ネットワークに軽微な障害が発生し

た、S4：製品情報が必要である）。状況を入力すると、その状況を解決するため

の推奨手段が自動的に検索されます。これらの推奨手段で問題を解決できない場

合は、Cisco TAC のエンジニアが対応します。TAC Service Request Tool には、次

の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

S1 または S2 のサービス リクエストの場合、またはインターネットにアクセスで

きない場合は、Cisco TAC に電話でお問い合せください（S1：ネットワークがダ

ウンした、S2：ネットワークの機能が著しく低下した）。S1 および S2 のサービ

ス リクエストには、Cisco TAC のエンジニアがすぐに割り当てられ、業務を円滑

に継続できるようサポートします。

Cisco TAC の連絡先については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts
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このマニュアルについて

テクニカル サポート
サービス リクエストのシビラティの定義

シスコでは、報告されるサービス リクエストを標準化するために、シビラティ

を定義しています。

シビラティ 1（S1）：ネットワークが「ダウン」した状態か、業務に致命的な損

害が発生した場合。お客様およびシスコが、24 時間体制でこの問題を解決する

必要があると判断した場合。 

シビラティ 2（S2）：既存のネットワーク動作が著しく低下したか、シスコ製品

が十分に機能しないため、業務に重大な影響を及ぼした場合。お客様およびシス

コが、通常の業務中の全時間を費やして、この問題を解決する必要があると判断

した場合。

シビラティ 3（S3）：ネットワークの動作パフォーマンスが低下しているが、ほ

とんどの業務運用は継続できる場合。お客様およびシスコが、業務時間中にサー

ビスを十分なレベルにまで復旧させる必要があると判断した場合。

シビラティ 4（S4）：シスコ製品の機能、インストレーション、コンフィギュレー

ションについて、情報または支援が必要な場合。業務の運用には、ほとんど影響

がありません。
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このマニュアルについて

その他の資料および情報の入手方法
その他の資料および情報の入手方法
シスコの製品、テクノロジー、およびネットワーク ソリューションに関する情

報について、さまざまな資料をオンラインおよび印刷物で入手できます。

• Cisco Marketplace では、シスコの書籍やリファレンス ガイド、ロゴ製品を数

多く提供しています。購入を希望される場合は、次の URL にアクセスして

ください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

• 『Cisco Product Catalog』には、シスコシステムズが提供するネットワーキン

グ製品のほか、発注方法やカスタマー サポート サービスについての情報が

記載されています。『Cisco Product Catalog』には、次の URL からアクセスし

てください。

http://cisco.com/univercd/cc/td/doc/pcat/

• Cisco Press では、ネットワーキング全般、トレーニング、および認定資格に

関する書籍を広範囲にわたって出版しています。これらの出版物は、初級者

にも上級者にも役立ちます。Cisco Press の最新の出版物やその他の情報を調

べるには、次の URL から Cisco Press にアクセスしてください。

http://www.ciscopress.com

• 『Packet』はシスコシステムズが発行する技術者向けの雑誌で、インターネッ

トやネットワークへの投資を最大限に活用するために役立ちます。本誌は季

刊誌として発行され、業界の最先端トレンド、最新テクノロジー、シスコ製

品やソリューション情報が記載されています。また、ネットワーク構成およ

びトラブルシューティングに関するヒント、コンフィギュレーション例、カ

スタマー ケース スタディ、認定情報とトレーニング情報、および充実した

オンライン サービスへのリンクの内容が含まれます。『Packet』には、次の

URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/packet

日本語版『Packet』は、米国版『Packet』と日本版のオリジナル記事で構成
されています。日本語版『Packet』には、次の URL からアクセスしてください。 

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet/
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このマニュアルについて

その他の資料および情報の入手方法
• 『iQ Magazine』はシスコシステムズの季刊誌で、成長企業が収益を上げ、業

務を効率化し、サービスを拡大するためには技術をどのように利用したらよ

いかを学べるように構成されています。本誌では、実例とビジネス戦略を挙

げて、成長企業が直面する問題とそれを解決するための技術を紹介し、読者

が技術への投資に関して適切な決定を下せるよう配慮しています。『iQ
Magazine』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine

• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、

開発、運用を担当するエンジニア向けに、シスコが発行する季刊誌です。

『Internet Protocol Journal』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/ipj

• シスコは、国際的なレベルのネットワーク関連トレーニングを実施していま

す。最新情報については、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html
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